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　３月に町内の小中学校・高校で卒業式が行われ
ました。それぞれがそれぞれの夢を持って、新た
なステージへ進んでいきます。
� （関連記事：２～３ページ）

今月の主な内容

●夢と可能性に挑戦する若人たち�…Ｐ２～３
●令和４年度「悠々大学」活動状況
� ………Ｐ４～５



2広報かわもと 2023.3

夢と可能性に挑戦する若人たち
３月１日に島根中央高校の卒業式が行われ、67名の３年生が島根中央高校を巣立っていきました。
その中で、川本町の「夢と可能性に挑戦する人財定住助成金事業」に申込み、自分の将来の展望や地
域貢献への考え方を記した「自分計画書」の提出・発表を行った８名に、これからの進路などについ
て聞きました。

プ
ロ
野
球
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に

�

伊い　
藤と
う　
和か
い　
純と

川
本
町
出
身
の
伊
藤
さ
ん
は
、
高
校
で
は
野

球
部
に
所
属
。
仲
間
と
と
も
に
甲
子
園
を
目
指

し
練
習
し
て
き
た
経
験
を
糧
に
、
大
学
へ
進
学

後
は
、
柔
道
整
復
師
の
資
格
を
取
得
し
、
プ
ロ

野
球
の
ト
レ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
将
来
的
に
は
川

本
町
で
の
開
業
を
目
指
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
「
練
習
環
境
の
整
備
な
ど
日
々
様
々
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
、
後

輩
た
ち
に
は
「
町
民
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
甲
子
園

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
。」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。

川
本
町
の
活
性
化
に
貢
献

�

和い　
泉ず
み　
　
　
哲て
つ

高
校
進
学
を
機
に
東
京
か
ら
来
町
し
た
和
泉

さ
ん
は
、
高
校
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
地

域
と
関
わ
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
あ
そ
ラ
ボ
」
で
得
た
経

験
を
胸
に
、
大
学
進
学
後
は
ま
ち
づ
く
り
や
、

行
政
と
住
民
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学
び
た

い
と
の
こ
と
で
す
。「
地
域
と
関
わ
る
活
動
の
中
で
、
町
民
の
方
々

の
暖
か
さ
に
触
れ
ま
し
た
。
将
来
は
川
本
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

ど
を
通
し
て
町
と
協
力
し
、
川
本
を
よ
り
活
性
化
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
い
た
い
。」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

健
康
面
か
ら
地
域
貢
献

�

大お
お　
澤さ
わ　
奏か
な　
人と

野
球
部
に
所
属
し
て
い
た
川
本
町
出
身
の
大

澤
さ
ん
は
、
県
外
へ
進
学
。
理
学
療
法
士
の
資

格
取
得
を
目
指
し
勉
学
に
励
み
ま
す
。
卒
業
後

は
川
本
に
戻
り
、
健
康
面
や
地
域
活
動
を
通
し

て
川
本
を
盛
り
上
げ
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

「
川
本
町
は
町
民
の
み
な
さ
ん
が
い
ろ
ん
な
面

で
た
く
さ
ん
の
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
町
で
し
た
！
４
月

か
ら
は
、
こ
の
川
本
町
か
ら
離
れ
ま
す
が
、
ま
た
川
本
町
に
帰
っ
て

き
て
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。」
と
力
強
く
将
来

の
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

島
根
県
の
安
心
安
全
を
守
る

�

奥お
く
羽は

場ば　
杏あ
ん　
里り

「
人
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た

い
」
と
考
え
て
い
た
川
本
町
出
身
の
奥
羽
場
さ

ん
は
、
高
校
卒
業
後
は
島
根
県
警
察
に
就
職
。

事
務
職
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。
目
標
は
、

「
県
民
の
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
警
察
職
員
に
な

り
、
島
根
県
の
安
心
安
全
を
守
る
こ
と
。」
と

話
し
、「
高
校
卒
業
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
が
あ
り
、
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
川
本
町
で
過
ご

し
た
日
々
を
忘
れ
ず
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
川
本
町
に
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
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消
防
の
面
か
ら
町
の
魅
力
の
下
支
え
を

�

梶か
じ　
　
　
温は
る　
紀き

「
普
段
の
学
校
生
活
で
友
達
と
楽
し
く
過
ご

し
た
日
々
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
」
と
話
す

川
本
町
出
身
の
梶
さ
ん
は
、「
子
ど
も
の
頃
か

ら
お
世
話
に
な
っ
た
町
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
安

心
安
全
に
暮
ら
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
を
胸
に
、
消
防
士
の
道
へ
進
み
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
へ
、「
今
ま
で
の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
が
皆
さ
ん
を
支
え
る

側
に
な
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
、
頼
も
し
い
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

川
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
尽
力

�

河か
わ　
田だ　
晃こ
う
太た

朗ろ
う

「
部
活
動
で
は
辛
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
け

ど
最
後
は
み
ん
な
で
笑
っ
て
終
わ
れ
た
こ
と
が

思
い
出
」
と
話
す
川
本
町
出
身
の
河
田
さ
ん
。

大
学
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
的
な
こ
と
を
学

び
、
将
来
、
川
本
で
体
験
し
て
き
た
体
を
動
か

す
こ
と
の
楽
し
さ
を
小
さ
い
子
た
ち
に
教
え
る

と
い
う
、
川
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
取
り
組
む
夢
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
後
輩
た
ち
へ
、「
支
援
・
応
援
を
し
て
く
れ
る
方
が
沢
山

い
ら
っ
し
ゃ
る
川
本
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
。」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

海
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
と
の
架
け
橋
に

�

北き
た　
山や
ま　
百も
も　
花か

町
の
検
定
助
成
制
度
を
活
用
し
た
り
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
積
極
的
に
会
話
し
た
り
と
、
こ
れ
ま
で
自

身
の
語
学
力
を
高
め
て
き
た
川
本
町
出
身
の
北

山
さ
ん
は
、
さ
ら
に
語
学
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
大
学
へ
進
学
し
ま
す
。
過
疎
地
域

で
は
、
外
国
人
が
孤
立
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま

う
実
態
を
受
け
、
将
来
は
町
と
外
国
人
と
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
と

の
こ
と
。
町
民
の
皆
さ
ん
へ
、「
た
く
さ
ん
の
優
し
い
方
た
ち
が
支

え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
将
来
少
し
で
も

恩
返
し
し
た
い
。」
と
、
感
謝
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

み
ん
な
が
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

�

名な　
原ば
ら　
か
の
ん

「
コ
ロ
ナ
禍
で
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
た
い
と

い
う
思
い
で
、
文
化
祭
で
歌
を
歌
っ
た
こ
と
が

高
校
時
代
印
象
に
残
っ
た
思
い
出
」
と
話
し
た

の
は
、
川
本
町
出
身
の
名
原
さ
ん
。
大
学
で
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
に
つ
い
て
学
び
、
将
来

は
健
康
運
動
指
導
士
と
し
て
、
町
民
全
員
が
健

康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
支
え
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま

す
。「
18
年
間
過
ご
し
た
川
本
町
を
離
れ
る
こ
と
は
と
て
も
寂
し
い

で
す
が
、
ま
た
帰
っ
て
き
ま
す
。」
と
、
慣
れ
親
し
ん
だ
故
郷
へ
の

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

この度、島根中央高校を巣立つ67名の新たな舞台での活躍をお祈り申し上げます。
●夢と可能性に挑戦する人財定住助成金事業とは
将来川本で地域に貢献したいという夢を持つ、町内出身の高校生又は島根中央高校生を対象とし
た、「夢と可能性に挑戦する人材」を応援する事業。
高校卒業年次に、自分の将来の展望や地域貢献への考え方を記載した自分計画書を提出・発表し、
町が認定。認定者が将来川本に定住した場合、一定の要件に応じて「定住助成金」又は「奨学金の返
還助成金」が交付される。
� 【問】まちづくり推進課　☎72-0634
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令和４年度「悠々大学」活動状況について
悠々大学では、50歳以上の町民を対象に教養・趣味・健康に関する体験活動を６月に開講し、年８回講
座を実施しました。
今年度は、27人の方が参加され、体力づくりや施設見学等、様々な活動を通じて、参加者同士の親睦を
深めたり、自身の生涯学習の一助としていただいたり、とても有意義な時間を過ごしていただきました。
２月16日（木）に閉講式を迎え、今年度の全講座は終了しましたが、令和５年度も予定していますので、
ご興味のある方はぜひご参加ください。

令和４年度 活動紹介

616

916

721
開講式、川本町ふるさと
カルタで楽しもう！

終活について考える講座

「邑智クリーンセンター」
施設見学

体力測定会

開講式にあわせ、昨年度一般の方からも読み札
を募集した「川本町ふるさとカルタ」が完成し、
グループにわかれカルタ大会を行いました。町の
ことでも知らないことがあったり、改めて町の良
さを感じたり、町のPRとして活用。特に小学生
に知ってもらいたいと期待する声がたくさんあが
りました。

エンディングノートを活用し、相続登記の制度
改正に伴う手続きの義務化の流れ等を学びまし
た。相続に限らず、普段飲んでいる薬や加入して
いる保険など、ちょっとしたことでも書き留めて
おく必要があると感じ、少しずつでも整理する
きっかけになったと思います。

昨年度は、建設中の新可燃ごみ共同施設を見学
しました。今年度は、完成し稼働している状況で
施設内を見学し、毎日どれくらいのごみを処理し
ているか、どれくらいの量が運搬されているかを
知ることができました。ごみを出す側として、出
し方（分別方法等）を考える機会にもなりまし
た。

スポーツ庁からの委託事業として、体力・運動
能力テストを実施しました。受講生のみなさんに
は、65歳以上の調査内容に基づき、握力、上体
起こし、長座体前屈等を測定し、自身の運動能力
を把握して、今後の体力づくりの参考としてもら
いました。毎年受けることで体力が維持できてい
るか確認することにもなります。

1020
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1214

216119

1117
フットケア・
転倒防止のための足づくり

大人の塗り絵講座

笑いヨガ

閉講式、健康講演会「たす
けあい川本」の活動紹介

講話として、爪の切り方・足の洗い方・靴の選
び方等を、実践として、足の指体操・靴紐の締め
方等を、短い時間ではありましたが、楽しい雰囲
気のなか行いました。講義後、「自分の足に合わ
せ靴を買うことができて足の具合が良い」という
声もありました。

大人の塗り絵コンクールの出品にあわせ、大学
生を講師に招き、塗り絵のテクニック等をアドバ
イスしてもらいながら、楽しい雰囲気で行いまし
た。受講生からは、「これまで塗り絵をする機会
がなく、よかった」、「自分を忘れ集中できる時間
が持てた」、また、「時間が足りなかった」や「も
う少し知りたくなった」とさらに学びたいという
声がありました。

活動について、「暮らしの保健室」、生活の困り
ごと等を支援する事業、各地区で住民が主体的に
活動しているサロン事業を説明されました。受講
生からは、「助け合いの気持ちがあるが、行動に
移すことができていない」や「自分も参加した
い」等、参加・協力したい気持ちに意識が変わっ
た人や、「川本でこのようなことを立ち上げる人
がいるとはびっくり」と活動を知らない人もおら
れ、普及啓発につながりました。
最後には、６回以上出席した受講生へ修了証書
を渡し、今年度の活動を終えました。

昨年度は、「笑うことで免疫力をあげる」を
テーマに、落語家の春雨や落雷氏を講師にお招き
し、講演会を行いました。今回は実践として、笑
いヨガを実施し、手のツボを押しながら、また
は、かかと落としをしながら笑うなどメニューが
たくさんあり、日頃からできるものばかりでし
た。ただ、「笑ってください」と言われてもなか
なかできず、まわりで笑いが起きると自然に自分
も笑いに引き込まれ、楽しい雰囲気になりました。
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行政手続における押印等を見直します
町では、行政手続における手続きの簡素合理化及び町民の皆さまの負担軽減を図
るとともに、今後の申請書等の電子化・ペーパーレス化等の推進のため、各種申請
書や届出書等に求めていた押印及び署名の見直しを進めています。

■見直し方針　
原則として、町に提出いただく申請書、届出
書等への認印の押印を不要とします。
既に記名（パソコン等で印字）されている申
請書については、署名も不要とします。
※�押印不要の代替として、本人による署名や本
人確認（マイナンバーカードや運転免許証の
提示など）を求める場合があります。

■対象となる行政手続　
町の規則や要綱等で押印及び署名を求めてい
る申請書や届出書などです。（現在町が受付け
る手続の約８割（892手続き）が対象）

■引き続き押印等が必要な手続き　
次の手続きについては、引き続き押印等を必
要とします。
○�提出者の実印による押印を要するもの
○入札書、見積書、請求書、領収書等
○�誓約書、同意書又はこれに類する書類
○契約書、協定書等

■実施時期　
認印の押印等を不要とする取り扱いは、令和
５年４月１日から実施し、その後も随時見直し
を行います。
具体的な手続き一覧は、町の公式ホームペー
ジに掲載します。

 【問】総務財政課　☎ 72-0631

■オンライン申請とは？
オンライン申請とは、PCやスマートフォン
を活用し、いつでも、どこでも役場に来庁する
ことなく、行政手続きの申請が行える仕組みで
す。町では、役場に来庁することなく、手続き
ができる「オンライン申請」の取組を推進して
います。
これまでの
手続きの方法 役場に来庁・郵送で手続き

オンライン申請
での手続き方法 いつでも、どこでも申請可能

※�従来どおり、来庁や郵送での手続きも引き続
き可能です。
■オンライン申請に必要なもの

必ず必要なもの インターネットに接続できるパソコ
ンやスマートフォン、タブレット等

手続きによって
必要なもの

メールアドレス、マイナンバーカー
ド等

■オンライン申請できる手続き
左のページを参照

※�順次オンライン申請できる手続きを増やして
いきます。

■オンライン申請での手続き方法
①�右記QRコード又は下記URLから
町ホームページへアクセス
　�https://www.town.shimane-
kawamoto.lg.jp/category/online-shinsei/
又は各事業のチラシに添付しているQRコー
ドを読み取る。
②オンライン申請する手続きを選択
　島根電子申請サービス又はマイナポータル
に移動します。
③手続きの実施
　登録されている申請用フォームに沿って手
続きをします。手続きの際には、メールアド
レスの登録やマイナンバーカードでの認証が
必要になる場合があります。
④手続きの完了
　不備等あれば、電話、メール等でお問合せ
をします。

【問】まちづくり推進課　☎72-0634

行政手続きのオンライン申請の取組について
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オンライン申請できる手続き
●しまね電子申請サービスを利用する手続き　※公開開始中

・町有財産の使用申込み
・防災無線の申込み
・職員採用試験の申込み（試験時に公開）

・�新型コロナウイルス感染症抗原定性検査
申込
・検診の申込み

・水道使用開始届
・集落排水の申込み
・道路占用許可申請等
・道路通行規制の申請
・占用工事着手届・完了届

・犬の登録申請及び犬の死亡届
・選挙の不在者投票用紙等の請求
　（選挙時に公開）

・まげなねっとの申込み
　（TV・電話・インターネット）
・三原まちづくりセンターの利用申込み

・�悠邑ふるさと会館、西公民館、町民球
場、町民体育館等の利用申込み

・研修・講習・各種イベント等の申込み

●マイナポータルを利用する手続き　
　開始日：ア．子育て関係、イ．介護関係は令和５年４月１日から開始予定
　　　　　ウ．転入・転出関係は令和５年２月６日から開始

・�児童手当等の受給資格及び児童手当の額
についての認定請求
・児童手当等の額の改定の請求及び届出
・氏名変更／住所変更等の届出
・受給事由消滅の届出
・未支払の児童手当等の請求
・児童手当等に係る寄附の申出
・児童手当に係る寄附変更等の申出
・�受給資格者の申出による学校給食費等の
徴収等の申出
・�受給資格者の申出による学校給食費等の
徴収等の変更等の申出
・支給認定の申請
・保育施設等の利用申込
・保育施設等の現況届
・児童扶養手当の現況届の事前送信
・妊娠の届出

・要介護・要支援認定の申請
・要介護・要支援更新認定の申請
・要介護・要支援状態区分変更認定の申請
・�居宅（介護予防）サービス計画作成（変
更）依頼の届出
・介護保険負担割合証の再交付申請
・被保険者証の再交付申請
・高額介護（予防）サービス費の支給申請
・介護保険負担限度額認定申請
・住所移転後の要介護・要支援認定申請

・転出届、転入予約の手続き

●その他サービス　
　・図書館の図書貸出予約（かわもと図書館HP）

総務財政課

健康福祉課

地域整備課

町民生活課

まちづくり推進課

教　育　課

全　　　般

ア．子育て関係 イ．介護関係

ウ．転入・転出関係
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江
津
邑
智
消
防
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
火
災
注
意
報
」
の
発
令
に
つ
い
て

昨
年
、
江
津
邑
智
消
防
組
合
管
内
で
は
、

33
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
10
月

か
ら
12
月
に
は
14
件
発
生
し
、
前
年
の
同
時

期
に
比
べ
約
5
倍
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
消
防
組
合
で
は
火
災
予

防
を
目
的
に
、
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
火

災
気
象
通
報
に
併
せ
て
、「
火
災
注
意
報
」

を
発
令
し
、
住
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。「火

災
注
意
報
」
と
は
、
気
象
条
件
、
時

節
、
地
域
環
境
等
を
鑑
み
、
火
災
予
防
上
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
消
防
署
長

が
発
令
す
る
も
の
で
す
。
発
令
の
際
は
、
各

消
防
署
、
出
張
所
の
掲
示
板
に
「
火
災
注
意

報
発
令
中
」
と
掲
示
し
、
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
消
防
車
両
に
よ
っ
て
住
民
の
皆
様

に
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

発
令
中
は
、「
草
焼
き
」
等
の
火
を
取
り

扱
う
行
為
は
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
相
談
所
の
開
設

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
問
題
や
近
所
間
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
、
体
罰
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

［
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）］

　
木
村　
慶
五
、
市
原　
和
正

　
上
田　
香
苗
、
原
田　
敏
子

■
令
和
５
年
度
の
日
程　

月　
日

　
６
月
６
日
（
火
）・
８
月
１
日
（
火
）

　
12
月
５
日
（
火
）・
２
月
６
日
（
火
）

時　
間

　
13
：
00
～
16
：
00

会　
場

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本

行
政
相
談
所
の
開
設

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
道
路
や
河
川
、

土
地
の
登
記
、
社
会
福
祉
、
医
療
・
年
金
な

ど
、
ど
こ
に
相
談
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な

い
、
国
や
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
き
で

困
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
相
談

や
苦
情
、
ご
意
見
を
受
け
付
け
、
公
正
中
立

な
立
場
か
ら
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
行
政
な

ど
関
係
機
関
に
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

［
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）］

　
森
川　
和
友

■
令
和
５
年
度
の
日
程　

月　
日

　
４
月
12
日
（
水
）・
６
月
14
日
（
水
）

　
８
月
23
日
（
水
）・
10
月
11
日
（
水
）

　
12
月
13
日
（
水
）・
２
月
14
日
（
水
）

時　
間

　
10
：
00
～
12
：
00

会　
場

　
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館 

中
会
議
室

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
す

【
川
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

●
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
安
全
を
プ
ラ
ス
！

自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
は
、
約
６

割
が
頭
部
に
致
命
傷

を
負
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
頭

部
を
保
護
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※�動画でヘルメットの
　効果を確認できます。

自転車乗車中死者の人身損傷主部位（致命傷
の部位）（全国統計：平成29年～令和３年）

頭部 58％

頸部
８％

胸部
12％

その他
18％

腰部 ４％
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出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
、
妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育

て
ま
で
一
貫
し
た
伴
走
型
相
談
支
援
と
経
済

的
支
援
を
一
体
と
し
て
実
施
す
る
事
業
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
川
本
町
の

す
べ
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
伴
走
型
相

談
支
援
と
経
済
的
支
援
（
妊
娠
時
５
万
円
、

出
産
時
５
万
円
）
を
一
体
的
に
実
施
す
る

「
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
」
を
、
令
和
５

年
２
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

■
対
象
者　

　
川
本
町
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
方

（
１
）�

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠
届

出
を
提
出
し
た
妊
婦

（
２
）�

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し

た
子
ど
も
の
養
育
者

■
支
給
時
期　

　
申
請
書
の
受
付
後
、
概
ね
２
週
間
程
度

�

【
問
】
健
康
福
祉
課　
☎
72

－

０
６
３
３

国
民
年
金
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
に
つ
い
て

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は　

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
に
つ
い
て
、
申
請

に
よ
り
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
猶
予
さ
れ
る
期

間
は
、
申
請
さ
れ
た
年
の
4
月
～
翌
年
3
月

ま
で
の
1
年
間
で
す
。（
既
に
納
付
さ
れ
た

場
合
は
、
特
例
期
間
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

な
お
、
申
請
は
過
去
に
遡
っ
て
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
申
請
時
点
か
ら
２
年
1
か

月
前
ま
で
）

■
学
生
納
付
特
例
制
度
の
メ
リ
ッ
ト　

・�

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
障

害
基
礎
年
金
の
算
定
に
含
め
る
こ
と
が
で

き
る

・�

年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
必
要
な
期
間

（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
る
（
た

だ
し
、
年
金
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
）

　
保
険
料
の
納
付
を
行
わ
ず
、
ま
た
特
例
制
度

も
活
用
し
な
か
っ
た
場
合
は
、『
未
納
』
扱
い

と
な
り
、『
老
齢
基
礎
年
金
』『
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
』
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ず
、

年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
1
年

以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
の
方

（
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
制
課
程
含
む
）

※�

ご
本
人
の
前
年
所
得
が
基
準
以
下
（
１
２

８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
＋

社
会
保
険
料
控
除
等
）
の
方
に
限
る

■
手
続
き
方
法　

※�

役
場
町
民
生
活
課
又
は
年
金
事
務
所
窓
口

（
で
き
る
だ
け
4
月
末
ま
で
に
）

【
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
】

持
参
す
る
も
の
①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
、
②
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
。
両
面
あ
る
場
合
は
両
面
の
写
し
）
又
は

在
学
証
明
書
の
原
本

【
20
歳
時
に
提
出
済
で

�

次
年
度
も
在
学
予
定
の
場
合
】

今
年
度
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
方

で
、
翌
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
方

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
４
月
頃
に
申
請
の

用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
学
生
で

あ
れ
ば
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
す
る
こ

と
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

■
追
納
に
つ
い
て　

学
生
納
付
特
例
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
は
、
10
年
以
内
（
例
え
ば
令
和

５
年
４
月
分
は
令
和
15
年
４
月
末
ま
で
）
で

あ
れ
ば
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
】
町
民
生
活
課�

☎
72

－

０
６
３
２

　
　

 

浜
田
年
金
事
務
所

�

　
☎
０
８
５
５

－

22

－

０
６
７
０

●ギフトの種類と申請について
対象者 ギフトの種類 申請時期 申請までに必要なこと

妊　婦 出産応援ギフト
（妊婦１人あたり５万円）

妊娠届出時の
面談実施後　

①妊娠の届出をする。
②アンケートを記入し、保健師と面談をする。
③出産応援ギフト申請書を提出する。
　�（妊娠届出後、流産・死産された方も、出
産応援ギフトの対象となります）

養育者 子育て応援ギフト
（子ども１人あたり５万円）

出生届～
赤ちゃん訪問時の
面談実施後　　　

①�出生届出時または赤ちゃん訪問時、アン
ケートを記入し保健師と面談をする。
②子育て応援ギフト申請書を提出する。

※�令和５年２月以前に対象者に該当する方については役場より申請手続きについて個別に案内を発送して
います。
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な
わ
と
び
集
会

２
月
16
日
（
木
）、
な
わ
と
び
集
会
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
体
育
の

時
間
や
休
憩
時
間
に
練
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
個
人
や
学
級
の
め
あ
て
を
達

成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
た
結
果
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
自
己
記
録
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
本
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式　
　
　
　
　

６
年
生
を
送
る
会

３
月
11
日
（
土
）
に
、
令
和
四
年
度
川

本
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ

れ
、
17
名
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

へ
向
け
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
厳
か
な

が
ら
も
温
か
な
雰
囲
気
の
な
か
行
わ
れ
た

式
で
は
、
在
校
生
送
辞
を
生
徒
会
副
会
長

の
服
部
永
和
さ
ん
が
、
卒
業
生
答
辞
を
生

徒
会
長
を
務
め
た
井
手
菜
々
美
さ
ん
が
読

み
上
げ
ま
し
た
。

３
月
１
日
（
水
）、
５
年
生
の
企
画
・

運
営
で
、
６
年
生
を
送
る
会
を
行
い
ま
し

た
。
縦
割
り
班
に
分
か
れ
て
の
ゲ
ー
ム

（
ラ
ン
キ
ン
グ
ク
イ
ズ
、
写
真
撮
影
、
〇

×
ク
イ
ズ
等
）
や
思
い
出
の
写
真
等
、
と

て
も
楽
し
く
、
思
い
出
に
残
る
会
に
な
り

ま
し
た
。
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令
和
四
年
度
卒
業
式

�

14
期
生
67
名
が
母
校
を
巣
立
つ

ま
ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学
習

　
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た

３
月
１
日
（
水
）
厳
粛
で
あ
り
な
が
ら
温
か
い
雰
囲
気

の
中
、
卒
業
生
は
成
長
し
た
立
派
な
姿
を
見
せ
、
母
校
を

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
前
年
ま
で
は
卒
業
生
と
保
護
者

の
皆
様
、
教
職
員
で
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
野
坂
町
長

様
は
じ
め
来
賓
や
在
校
生
も
参
列
し
、
卒
業
生
を
見
送
り

ま
し
た
。
卒
業
生
を
代
表
し
て
篠
田
理
玖
さ
ん
（
東
京
都

出
身
）
が
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
、
在
校
生
代
表
と
し
て

折
原
菜
穂
さ
ん
（
静
岡
県
出
身
）
が
送
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
湯
淺
あ
ゆ
み
さ
ん
（
邑
智
中
出
身
）
は
答
辞
に

お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
回
に
分
散
し
た
入
学
式
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
１
年
生
の
時
の
遠
足
が
中
止
に

な
り
友
情
を
育
む
こ
と
が
難
し
か
っ
た
が
学
園
祭
の
活
動

を
通
し
て
仲
良
く
な
れ
た
こ
と
、
家
庭
ク
ラ
ブ
の
新
規
企

画
づ
く
り
が
大
変
だ
っ
た
が
そ
れ
だ
け
達
成
感
も
大
き

か
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
、
ま
ち
親
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た
卒

業
生
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
こ
れ
ま
で
生
徒
の
成

３
月
３
日
（
金
）
３
年
ぶ
り

に
ま
ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学
習

成
果
発
表
会
を
開
催
し
、
事
業

所
の
現
状
・
課
題
と
解
決
案
を

発
表
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、

自
分
の
意
見
を
堂
々
と
発
表
し

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
梶
　
温
紀
さ
ん
】

　
私
が
３
年
間
で
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
部
活
動
で

す
。
男
子
硬
式
野
球
部
の
激
し
い
練
習
に
毎
日
耐
え
た

お
か
げ
で
人
間
力
が
身
に
付
き
、
仲
間
と
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
、
友
達
の
み
ん
な
、

地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
18
年
間
不
自
由
な
く
育
て
て
く

れ
た
家
族
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月

か
ら
は
川
本
町
に
残
り
消
防
士
と
し
て
働
き
ま
す
。
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
河
田
晃
太
朗
さ
ん
】

　
３
年
間
で
一
番
努
力
し
た
こ
と
は
部
活
動
で
す
。
甲

子
園
出
場
を
目
標
に
毎
日
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
最

後
の
大
会
で
は
思
う
よ
う
な
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
仲
間
と
の
日
々
は
良
い
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
れ
ま
で
不
便
な
く
練
習
で
き
た
の
は
家
族
や

町
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
４
月
か
ら
は
大
学
へ
行

き
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
目
指
し
て
研
鑽
を
積
み
ま

【
奥
羽
場
杏
里
さ
ん
】

　
島
根
中
央
高
校
で
様
々
な
場
所
か
ら
来
た
人
と
の
関

わ
り
、
勉
強
や
部
活
動
を
通
し
て
自
分
自
身
成
長
で
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
３

年
間
苦
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
友

達
、
先
生
ま
た
地
域
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
出
会
い
を
大
切
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
松
下
瑞
季
さ
ん
】

　
こ
の
３
年
間
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
制
限
が
あ
る
学
校
生
活
で
し
た
。
し
か
し
素
敵
な

同
級
生
、
先
生
方
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
駆
け
抜
け
た
３
年
間
は
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
島
根
中
央

高
校
に
入
学
し
な
け
れ
ば
出
会
え
な
か
っ
た
仲
間
と
出

会
え
、
今
と
な
っ
て
は
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
む
こ
と
に
な
る
け
れ

ど
、
目
標
を
持
ち
続
け
、
出
会
い
を
大
切
に
し
、
お
互

い
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
ま
た
再
会
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

長
を
温
か
く
見
守
り
、
支
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
は
川
本
町
出
身
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の

三
年
間
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
と
今
後
の
抱
負
で
す
。

す
。
将
来
は
川
本
町
に
帰
り
、
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。
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休 館 日：休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

かわもと図書館かわもと図書館

No.310

2023年
３月号

よ
き
時
を
思
う宮

本
輝
著

集
英
社

歌
枕
殺
人
事
件

内
田
康
夫
著

実
業
之
日
本
社

不
思
議
カ
フ
ェ 

Ｎ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ

村
山
早
紀
著

小
学
館

固
結
び

山
本
一
力
著

文
藝
春
秋

あ
か
あ
か
や
明
恵

梓
澤
要
著

新
潮
社
刊

い
ち
ご
の 

お
菓
子
づ
く
り

今
井
よ
う
こ
著

藤
沢
か
え
で
著

誠
文
堂
新
光
社

こ
っ
ち
と
あ
っ
ち

谷
川
俊
太
郎
文

樋
勝
朋
巳
絵

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

と
ん
で
や
す
ん
で 

か
ん
が
え
て
…

五
味
太
郎
作

偕
成
社

い
ち
ね
ん
せ
い
え
ほ
ん

高
濱
正
伸
監
修

林
ユ
ミ
絵

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
？

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

５
年
２
組
ふ
し
ぎ
だ
ね

吉
野
万
理
子
作

佐
藤
真
紀
子
絵

静
山
社

や
ぎ
さ
ん
の
さ
ん
ぽ

ｊ
ｕ
ｎ
ｏ
作

福
音
館
書
店

一　
　

般　
　

書

児　
　

童　
　

書

新　
刊　
案　
内　
お
す
す
め
の
一
冊

 

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

４月の展示テーマ

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
４月14日（金）10：00～11：30
　読み語り　移動図書館

場　所  悠邑ふるさと会館�和室

《一 般 書》
はじめてみませんか　ガーデニング
本屋大賞（４月発表！）
受賞作、ノミネート作を展示します。
ベストリーダー
（Ｒ４年10月～Ｒ５年３月）

《児 童 書》
ともだち
「ともだち」をテーマにした絵本
や読み物の展示をします。

春のわくわくおはなし会春のわくわくおはなし会
４月５日（水）10：30～11：00

内　容 　�絵本の読み聞かせ
　　　　　パネルシアター
　　　　　作ってあそぼう！
　　　　　ニュースポーツ

場　所 　悠邑ふるさと会館マルチホール
★おたのしみ袋貸出します。

川本町の戦争体験記後世に伝える
「高校生が聞いた
� 戦争の記憶」発行

　将来社会学を学ぶことを志
している、島根中央高校の新
聞部の生徒の活動を冊子にし
ました。この戦争の記憶をひ
とりでも多くの方に読んでい
ただきたいと思います。
　かわもと図書館で貸出でき
ますのでご利用ください。

お 知 ら せ
　引越シーズンとなりました。
　転勤等で川本町から転居される方は図書館ま
でご連絡ください。
　また、住所・氏名・電話
番号など登録内容に変更の
ある方もご連絡ください。 大学に行っても、本にま

とめてもらえるような研
究成果をあげたい。　



13 広報かわもと 2023.3

　
　
　
　
　

　
1
月
23
日　
川
本
西
公
民
館

　
2
月
3
日　

�
悠
邑
ふ
る
さ
と
会

館
マ
ル
チ
ホ
ー
ル

　

各
会
場
で
は
、「
学
校
と
地
域

と
の
結
び
つ
き
に
よ
る
地
域
づ
く

り
」「
学
校
の
位
置
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
（
抜
粋
）

■
学
校
と
地
域
と
の
結
び
つ
き

に
よ
る
地
域
づ
く
り

⃝

地
域
と
子
ど
も
が
か
か
わ
り
な

が
ら
勉
強
す
る
環
境
づ
く
り
は

大
事
。

⃝

川
本
へ
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
経
験
を
子
ど
も
に

さ
せ
て
ほ
し
い
。

⃝

学
校
と
地
域
と
か
か
わ
り
合
い

を
描
い
て
い
く
構
想
は
？

―
現
在
の
学
校
と
地
域
の
つ
な

が
り
を
持
続
す
る
た
め
に
、

学
校
と
地
域
（
個
人
、
団
体

等
）
を
つ
な
い
で
い
く
推
進

員
を
配
置
し
て
、
地
域
学
校

協
働
活
動
を
組
織
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

⃝

子
ど
も
の
自
立
、
自
主
性
を
育

て
る
事
や
習
い
事
を
す
る
場
合

に
、
交
通
手
段
と
い
う
の
は
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
。

⃝

「
あ
そ
ラ
ボ
」
と
は
？�

―
川
本
に
あ
る
「
カ
フ
ェ
オ
レ

ン
ジ
」
を
活
動
拠
点
と
し

て
、
中
学
生
、
高
校
生
が
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
現

し
て
い
く
と
い
う
目
的
の
た

め
に
作
ら
れ
て
い
る
居
場
所
。

⃝

「
あ
そ
ラ
ボ
」
は
非
常
に
よ
い

取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
思
う

が
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
の
理
解

が
あ
る
の
か
不
明
。
地
域
に
活

動
内
容
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
方

が
よ
い
。

■
学
校
の
位
置
に
つ
い
て

⃝

学
校
施
設
の
維
持
管
理
費
が
多

額
と
な
る
見
込
み
の
中
で
、
建

て
替
え
が
必
要
と
感
じ
る
。
子

ど
も
た
ち
に
新
し
い
環
境
の
学

校
施
設
を
整
え
て
あ
げ
た
い
。

⃝

小
学
校
、
中
学
校
が
同
じ
教
育

目
標
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
の
で
あ
れ
ば
、
小
学
校
・
中

学
校
が
近
く
に
位
置
す
る
方

が
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

⃝

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
が
近

く
に
あ
っ
て
、
大
学
の
よ
う
な

キ
ャ
ン
パ
ス
み
た
い
な
学
校
区

域
の
イ
メ
ー
ジ
が
も
て
る
と
よ

い
。

■
そ
の
他
の
意
見

⃝

大
人
が
思
う
理
想
の
子
ど
も
像

な
ど
あ
る
が
、
必
要
な
の
は
誰

も
取
り
残
さ
な
い
で
、
勉
強
を

や
り
た
い
子
が
勉
強
で
き
る
、

ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い
子
が
ス

ポ
ー
ツ
で
き
る
、
そ
れ
以
外
に

興
味
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
に
挑
戦

で
き
る
、
と
い
う
当
た
り
前
の

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
一
番
大

事
。

⃝
移
住
し
て
く
る
子
育
て
世
代

は
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
よ

さ
、
教
育
環
境
に
魅
力
に
着
目

す
る
。

開
催
日
等

概　
　
要

川
本
町
立
学
校
の
あ
り
方
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■その他町政全般についてについて
⃝ふるさと納税について、今、川本町で伸びてるのが、一部の商
品に限られると聞いた。ふるさと納税の強化にも力を入れて欲
しい。
―返礼品強化の必要性は感じており、今年度、ふるさと納税の
委託業者と地元の事業者とで、どういった返礼品がいいかと
いう勉強会を開催した。引き続きふるさと納税を多く頂くよ
うな取り組みを強化していきたい。

　
意
見
交
換
会
に
ご
参
加
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
川
本
町
立
学
校
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま

し
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
わ
も
と
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

島
根
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

�

県
ベ
ス
ト
８

2
月
26
日
に
鹿
島
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

た
第
22
回
島
根
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新

人
大
会
に
、
か
わ
も
と
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま
し
た
。
５
年
生

が
中
心
の
新
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
初
め
て
の
県

大
会
で
し
た
が
、
松
江
南
に
敗
れ
、
ベ
ス
ト

８
と
な
り
ま
し
た
。
目
標
と
し
て
い
た
県
大

会
優
勝
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
見

地
区
１
位
代
表
と
し
て
堂
々
と
戦
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

　
社
会
教
育
・
社
会
体
育
貢
献
者
表
彰

●
島
根
県
社
会
教
育
委
員
表
彰

　
本
町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

21
年
の
永
き
に
わ
た
り
本
県
社
会

教
育
の
た
め
に
尽
力
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著

で
あ
っ
た

こ
と
か
ら

表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

●�

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
功
労
表
彰

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
10

年
以
上
に
わ
た
り
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
事
業
の
実
技
指
導
及
び
企
画
等

に
尽
力

し
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
に

顕
著
な
功

績
を
あ
げ

た
と
認
め

ら
れ
た
こ

と
か
ら
表

彰
さ
れ
ま

し
た
。

岡
おか
田
だ
耕
こう
作
さく
さん

青
あお
木
き
和
かず
昭
あき
さん三

み
宅
やけ
康
こう
二
じ
さん
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お
知
ら
せ

２
０
２
３
年
度
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）
開
催

　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
業
を

希
望
し
て
い
る
看
護
職
に
対
し
て
、
求
人
情

報
の
提
供
お
よ
び
就
業
の
斡
旋
、
就
業
の
た

め
に
必
要
な
相
談
お
よ
び
研
修
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
左
記
の
と
お
り
移
動

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
（
就
業
相
談
会
）
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

【
会　
場
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田

�

（
大
田
市
大
田
町
大
田
ロ
１
１
８
２

－

１
）

【
日　
時
】
毎
月
第
４
水
曜
日　

13
：
30
～

16
：
00　
※
12
月
は
第
３
水
曜
日

4
／
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・
5
／
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・
6
／
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・
7
／
26
・

8
／
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・
9
／
27
・
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／
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・
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／
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・
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／
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・
1
／
24
・
2
／
28
・
3
／
27

問
公
益
社
団
法
人
島
根
県
看
護
協
会

　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
５
２

－

27

－

８
５
１
０

広げよう 事故ゼロかわもとの 思いやり

飲　酒 物　損 死傷者 人　身

0 12 0 0 川
本
町（0） （3） （0） （0）

0 16 1 1 川
本
町

累
計（0） （13） （0） （0）

0 42 1 1 郡
内

月
計（0） （29） （0） （1）

※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
令
和
５
年
２
月
末
）

島根県最低賃金改定のお知らせ
島根県内の事業場で働くみなさんの最低賃金が改定されました。

件　名 時間額 引上額 発効日

島 根 県 最 低 賃 金 857円 33円 令和４年10月５日

特
定
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 987円 33円 令和４年11月30日

はん用機械器具、生産用機械、器具、業務用機械
器具製造業 963円 33円 令和４年12月22日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 882円 29円 令和４年12月18日

自動車・同附属品製造業 951円 32円 令和４年12月28日

百貨店、総合スーパー 令和４年10月５日から島根県最低賃金（時間額
857円）が適用されています。

自動車（新車）小売業 932円 28円 令和４年12月11日

【問】島根労働局賃金室（松江市向島町134-10�松江地方合同庁舎５階）☎0852-31-1158



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー ４ 月

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日  休館日

《３月の納税》
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
《４月の納税》
◆ 固定資産税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
※必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診　　 ：�公民館
：悠邑ふるさと会館　 ：図書館
：三原まちづくりセンター
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校　　 ：保育所

教：教育委員会　　 ：観光協会
：ドクターカー巡回

マ：マイナンバーカード窓口
：休日診療情報�10：00～16：00
　　（変更となる場合があります）

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原・日の出・上新町・中新町・下新町・元町・

本町・天神町・谷・市井原・長原・矢谷・芋畑・双葉・
中倉・日向）

Ｂ地域（�因原・三大字・多田・久座仁・谷戸・三島・笹畑）
Ｃ地域（�西・八幡・三原・田窪・南佐木・親和・湯谷・三俣）

〔燃えるごみの収集日〕毎週火曜日・金曜日（町内全域）
〔容器包装�プラスチックの収集日〕毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装�紙の収集日〕毎月第２・４水曜日（町内全域）

 休館日

28 29 30 31 1

22 3 4 5 6 7 8
さくらレールバイク
（因原駅）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ａ地域）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｂ地域）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｃ地域）

ママイナンバーカード
時間外受取窓口
（要予約）
　17：30～19：00

  邑智病院 
大隅医院

99 10 11 12 13 14 15
川本小学校
　入学式
川本中学校
　入学式

あいさつの日
コーヒーの日
　（PM：西公民館）

乳幼児健診（午
後：3歳児以下）

ママイナンバーカード
時間外受取窓口
（要予約）
　17：30～19：00

天空の朝ごはん
　（丸山城跡）

  前眼科医院 
波多野診療所

1616 17 18 19 20 21 22
邑智クリーンセ
ンター直接搬入
（一般家庭ごみ）
9：00～16：00
K-POP事業「た
けのこ堀り体験
＆子育てトーク」

食育の日
/ あそびのひろ
ば&乳幼児相談

　10：00～11：30
　（悠邑ふるさと会館）
健康相談
　11：00～11：30
　（悠邑ふるさと会館）

ママイナンバーカード
休日受取窓口
　（要予約）
　9：00～12：00

  三上医院 
加藤病院

2323 24 25 26 27 28 2929
芋畑集会所
　9：00～10：00
　田窪自治会館
　11：00～12：00

ママイナンバーカード
時間外受取窓口
（要予約）
　17：30～19：00

  邑智病院 
河野医院

  邑智病院 
加藤病院

3030

  上田医院 
加藤病院

７日、14日、22日、28日のマイナンバーカード時
間外・休日受取窓口のご利用には、前日までに予約
が必要です。 【予約・問】町民生活課　☎72-0632

※�新型コロナウイルス感染症の状況により予定が変更となる場合が
あります。
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こ
の
広
報
紙
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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編
集
後記

　本紙の担当となってあっという間に１年が経過しました。皆様にとって興味を引くような情報をお届けできたので
しょうか。カメラの扱いにも少しは慣れてきましたが、納得のいく会心の１枚にはなかなか巡り合えません。まだまだ
道半ばです。

川本町の人口 令和５年２月28日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、令和５年２月中の異動状況

3,058人
（前月比 －15人）

（前年同期：3,138人）

合 　　計 男 1,451人（－8人）
女 1,607人（－7人）

転　入 4人 出　生 1人 その他 0人
転　出 13人 死　亡 7人 その他 ０人

増
減

うち65歳以上 1,383人
うち15歳未満 282人
世帯数 1,608戸

川本町では、県外の大学へ進学した島根中央高校卒業生の、将来的な町内・近隣企業への就職や川本へのUターン
に繋げることを目的として、町との関りを創出する事業を実施しています。その取り組みとして「卒業生交流会」を
２月18日（土）に広島で開催しました。
当日は、17名の参加があり、同年代同士でふるさとの話題で盛り上がりました。今後もこうした交流会を各地で開
催予定です。開催の折には、県外で暮らすお子様への周知など、ご協力のほどよろしくお願いします。

島
根
中
央
高
校
卒
業
生
交
流
会

�

【
広
島
会
場
】

2/18
㈯

職人の手作業で仕上げたひらがな積み木
寄 付 金 額  135,000円
提供事業者  有限会社�創修

　香りのよい島根県産ヒノキから
造られた「ひらがな積み木」。小
さなお子様が安心安全に遊べるよ
う、一つひとつを職人が手作業で
磨いています。ひらがなを覚えるだけでなく、積んだり、
転がしたり、遊び方は様々です。
※ ふるさと納税制度の規定により、返礼品は川本町外にお住まいの
方だけにお送りしています

川本町ふるさと納税返礼品紹介

年
度
末
を
締
め
る
６
回
目
の
宮
野
見
聞

録
は
、
僕
の
１
年
間
の
振
り
返
り
に
つ
い

て
綴
り
ま
す
。

新
天
地
で
の
挑
戦
に
一
抹
の
不
安
を
抱

え
て
川
本
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
業
務
・
一
人
暮
ら
し
・

大
雪
な
ど
の
環
境
で
、
毎
日
が
新
鮮
な
一

年
間
で
し
た
。
移
住
・
定
住
業
務
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、「
か

わ
も
と
暮
ら
し
」
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
、
時
に
は
東

京
・
大
阪
に
足
を
運
ん
で
現
地
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
お
世
辞
に
も

自
分
の
力
で
町
の
魅
力
を
発
信
で
き
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
移
住
初
心
者
の
立
場

か
ら
移
住
相
談
を
さ
れ
た
方
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
多
少
な
り
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
よ
り
川
本
の
魅
力
を
知
っ
て

町
外
・
県
外
の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
若
輩
者
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

宮
野
見
聞
録坂

町
人
事
交
流
職
員

宮
野　
達
輝

�

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）
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